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釡石市の研修
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令和５年第４回定例会で意見が分かれた議案の採決
議 席 番 号 18171613 14 15121110９８７６５４３２１

可 決議案第42号
議案第43号 可 決

議決結果議案番号

寺
澤
佳
洋

○：賛成
×：反対
－：欠席

松
本
添
花

日
向
栄
司

井
上
修
一

田
中
克
彦

末
続
浩
二
郎

永
池
充
宏

酒
井
光
則

中
村
哲
康

髙
木
和
惠

隈
部
和
久

林
田
久
富

松
永
忠
次

小
嶋
光
明

黒
岩
英
雄

井
上
末
喜

吉
岡
　
巖

田
中
次
廣

賛
否
討
論

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
反
対
討
論
〕
老
朽
化
や
農
作

業
の
洗
濯
乾
燥
機
の
故
障
に
よ

り
、
譲
渡
ま
た
は
廃
止
と
い
う

が
、
旧
北
有
馬
町
で
昭
和
60
年

か
ら
利
用
、
愛
さ
れ
て
き
た
。

農
家
の
嫁
不
足
と
言
わ
れ
て
い

る
中
、
農
業
後
継
者
、
特
に
女

性
に
対
す
る
生
活
改
善
や
健
康

で
豊
か
な
地
域
づ
く
り
、ま
た
、

子
育
て
支
援
と
と
も
に
、
農
業

婦
人
部
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
と
し
て
必
要
な
施
設
。
南
島

原
市
の
農
家
に
嫁
い
で
よ
か
っ

た
、住
み
続
け
て
よ
か
っ
た
と
、

親
、
孫
に
言
え
る
よ
う
な
農
業

行
政
に
位
置
づ
け
る
べ
き
で
、

市
の
さ
ら
な
る
理
解
と
協
力
が

必
要
。

〔
賛
成
討
論
〕
財
政
課
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
維
持
管

理
を
そ
の
ま
ま
し
て
い
た
ら
、

令
和
９
年
に
は
も
う
予
算
は
組

め
な
い
。
そ
れ
を
議
会
は
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
物

が
な
い
の
で
は
な
く
、
使
え
る

と
こ
ろ
は
あ
る
。
市
の
発
展
の

た
め
に
は
、
廃
止
す
る
と
こ
ろ

は
廃
止
し
、
経
費
が
削
減
す
る

よ
う
な
方
向
で
頑
張
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
厳
し
い
け
ど
も

賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

〔
反
対
討
論
〕
市
は
施
設
の
老

朽
化
と
言
う
が
、
新
市
に
な
っ

て
裏
山
の
森
林
が
瓦
ま
で
生
い

茂
り
、
１
度
も
伐
採
さ
れ
ず
管

理
不
足
。
こ
の
施
設
は
、
食
文

化
を
農
家
の
婦
人
方
に
継
承
し

て
い
た
だ
く
施
設
と
聞
く
。
農

産
物
の
加
工
品
を
、
開
発
研
究

し
、
付
加
価
値
を
つ
け
、
利
益

向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
声

が
多
く
聞
か
れ
る
。
施
設
の
廃

止
は
時
代
に
逆
行
し
た
施
策
。

〔
賛
成
討
論
〕
行
政
改
革
は
今

回
の
問
題
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
給

食
セ
ン
タ
ー
を
建
て
て
い
な
が

ら
、
財
産
で
あ
る
備
品
か
れ
こ

れ
、
私
た
ち
に
相
談
も
な
く
た

だ
で
や
る
と
。
こ
う
い
う
の
に

議
会
が
無
頓
着
で
あ
り
な
が

ら
、
北
有
馬
の
建
物
だ
け
を
残

す
と
い
う
の
は
賛
成
し
か
ね
る
。

【
議
案
第
42
号
】南
島
原
市

農
村
婦
人
の
家
条
例
の一部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
43
号
】南
島
原
市

農
産
物
処
理
加
工
施
設
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
３
つ
の
目
標
を
か
か
げ
、

復
興
に
取
り
組
ん
だ
。①
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
②
自
然
と
共
存

す
る
ま
ち
づ
く
り
③
な
り
わ

い
と
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
。

「
な
り
わ
い
の
場
所
は
様
々

で
あ
っ
て
も
、
住
ま
い
は
高

台
に
」
を
基
本
と
し
、
６
〜

15
ｍ
か
さ
上
げ
し
、
高
台
移

転
の
実
施
を
し
た
。
相
続
放

棄
地
に
時
間
を
要
し
た
。

　
災
害
後
の
復
興
状
況
を
事

前
に
想
定
し
、
復
興
時
期
に

生
じ
る
問
題
を
緩
和
す
る
手

段（
仮
設
住
宅
の
建
設
場
所
・

入
院
患
者
の
受
け
入
れ
先
・

災
害
対
策
本
部
の
機
能
の
確

保
等
）
を
事
前
に
検
討
し
準

備
し
て
お
く
こ
と
で
、
円
滑

な
復
興
と
被
災
者
の
生
活
再

建
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
不
可
能
な
観
点
か

ら
、
災
害
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
「
防
災
」
の
考
え
方
を
、

被
害
を
最
小
化
す
る「
減
災
」

の
考
え
方
に
替
え
、
ソ
フ
ト

面
で
防
災
訓
練
・
防
災
教
育

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　
復
興
の
ハ
ー
ド
事
業
は
ほ

ぼ
終
わ
っ
た
の
で
、
今
後
、

自
然
と
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
。

　
住
民
合
意
形
成
に
よ
る
復

興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

行
っ
た
。
被
災
さ
れ
た
４
千

世
帯
に
対
し
て
、
復
興
公
営

住
宅
に
入
居
す
る
か
、
家
を

再
建
（
自
力
）
す
る
の
か
意

向
調
査
を
行
い
、
公
営
住
宅

の
整
備
戸
数
、
宅
地
の
整
備

企
画
数
を
確
定
さ
せ
た
。
住

民
合
意
の
遅
れ
、
意
向
の
変

化
に
伴
う
設
計
変
更
、
想
定

外
の
追
加
工
事
、
人
手
不
足

等
で
復
興
工
事
が
遅
延
し
た
。

復
興
交
付
金
事
業
費
は
約
１
，

６
４
７
億
円
で
、
令
和
３
年

度
に
全
て
完
了
し
た
。
ハ
ー

ド
事
業
は
終
わ
っ
た
が
、
心

身
の
ケ
ア
な
ど
被
災
者
の
支

援
や
見
守
り
は
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 【
所
感
】
災
害
は
い
つ
ど
こ

で
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

本
市
に
お
い
て
も
事
前
復
興

を
教
訓
に
、
減
災
対
策
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

■
11
月
８
日（
水
）

宮
城
県
南
三
陸
町

「
震
災
後
の
復
旧
状
況（
取

組
）と
防
災
減
災
に
つ
い
て
」

■
11
月
８
日（
水
）

岩
手
県
釡
石
市

「
震
災
後
の
復
旧
状
況
と

取
組
に
つ
い
て
」

令
和
５
年
11
月
７
日（
火
）〜
11
月
９
日（
木
）

総
務
委
員
会
視
察
研
修
報
告
書

「やしまーる」の研修

小嶋委員長　あいさつ
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奈
義
町
の
存
続
の
た
め
に
、

「
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
」

を
課
題
と
し
て
捉
え
、
定
住

促
進
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、

子
育
て
支
援
施
策
、
住
宅
施

策
、
魅
力
あ
る
教
育
、
就
労

の
場
の
確
保
に
力
を
入
れ
、

現
在
の
人
口
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

平
成
24
年
に
、「
子
育
て
応

援
宣
言
」
を
発
表
。
経
済
的

支
援
と
メ
ン
タ
ル
支
援
の
両

方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
令
和

元
年
に
、
合
計
特
殊
出
生
率

２
．
９
５
（※

）
を
達
成
し
、

「
奇
跡
の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
高
松
市
が
平
成
25
年
に
策

定
し
た
屋
島
活
性
化
基
本
構

想
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
に

着
工
、
令
和
４
年
８
月
に

オ
ー
プ
ン
。
総
事
業
費
は
約

16
億
４
千
万
円
。
建
物
は
、

屋
島
の
地
形
の
起
伏
に
合
わ

せ
、
蛇
行
曲
線
で
緩
や
か
に

湾
曲
し
た
独
創
的
な
デ
ザ
イ

ン
で
、
周
囲
の
景
観
に
溶
け

込
ん
で
い
る
。
公
共
施
設
で

は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

地
元
特
産
の
庵
治
石
を
板
状

に
し
た
瓦
を
約
３
万
枚
使
用
。

屋
島
及
び
周
辺
地
域
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
等
の
魅
力
を
広

く
発
信
し
、
多
様
な
地
域
資

源
を
活
用
し
た
様
々
な
交
流

及
び
学
習
の
機
会
、
憩
い
と

触
れ
合
い
の
場
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
屋
島
へ
の
観
光
客
及

び
市
民
の
来
訪
を
促
し
、
観

光
の
振
興
及
び
文
化
の
向
上

発
展
に
寄
与
す
る
。

■
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

対
策
は
、
南
島
原
市
に
と
っ

て
も
喫
緊
の
課
題
。
充
実
し

た
子
育
て
支
援
等
に
よ
っ
て

２
．
９
５
と
い
う
高
い
合
計

特
殊
出
生
率
を
達
成
し
た
奈

義
町
の
取
組
は
、
非
常
に
参

考
に
な
る
部
分
が
多
い
。
本

市
で
も
、
こ
の
よ
う
な
支
援

等
を
充
実
さ
せ
る
取
組
が
必

要
で
あ
る
。

　
屋
島
山
上
交
流
拠
点
施
設

に
お
い
て
は
、
自
然
や
歴
史
、

文
化
等
の
魅
力
を
発
信
す
る

拠
点
と
い
う
こ
と
で
、
参
考

に
な
る
部
分
も
多
く
、
今
後
、

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
上
で
、
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
い
き
た
い
。

■
11
月
７
日（
火
）

岡
山
県
奈
義
町

「
子
育
て
支
援
の
施
策
に

つ
い
て
」

■
11
月
８
日（
水
）

香
川
県
高
松
市

「
屋
島
山
上
交
流
拠
点
施

設（
や
し
ま
ー
る
）の
取
組

に
つ
い
て
」

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修
報
告
書

令
和
５
年
11
月
７
日（
火
）〜
11
月
９
日（
木
）

※

合
計
特
殊
出
生
率

15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の

女
性
の
年
齢
別
出
生
率

を
合
計
し
た
も
の

・
農
業
が
基
盤
産
業
で
、
農

家
１
戸
当
り
の
耕
作
面
積

は
平
均
18 

ha
、
水
稲
を
基

幹
作
物
と
し
、
転
作
作
物

と
し
て
、
麦
・
大
豆
・
メ

ロ
ン
・
南
瓜
・
た
ま
ね
ぎ

等
を
栽
培
。
水
稲
の
比
重

が
多
い
大
潟
村
は
、
米
の

出
来
が
そ
の
ま
ま
算
出
額

に
影
響
す
る
。（
R3 

１
戸

当
り
所
得
１
，５
０
０
万

円
）

◉
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

・
環
境
・
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
農
法
へ
の
移
行

と
環
境
保
全
型
農
業
の
実

施
・
大
幅
な
減
肥
と
多
く
の
農

家
が
有
機
栽
培
、
減
農
薬

減
化
学
肥
料
栽
培
の
取
組

を
実
施

■
国
土
交
通
省
と
の
意
見
交

換
会

◉
高
規
格
道
路
に
求
め
ら
れ

る
役
割

・
経
済
成
長
・
物
流
強
化

・
道
路
の
枠
を
超
え
た
機
能

　
の
高
度
化
複
合
化

・
観
光
立
国
の
推
進

・
低
炭
素
で
持
続
可
能
な
道

　
路
の
実
現
等

■
島
原
半
島
地
域
に
つ
い
て

【
現
状
】

　
地
形
的
に
沿
岸
部
の
み
平

地
で
あ
り
、
土
地
利
用
が
制

限
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

【
産
業
】

　
全
体
的
に
伸
び
悩
み
の
傾

向
に
あ
り
、「
農
業
」、「
観
光
」

は
長
崎
県
全
体
に
占
め
る

シ
ェ
ア
が
比
較
的
大
き
い
。

【
農
業
】

　
全
国
上
位
の
出
荷
量
を
誇

る
長
崎
県
産
の
農
産
物
の
多

く
は
、
島
原
半
島
全
域
で
生

産
し
大
都
市
へ
出
荷
さ
れ
て

い
る
。

【
観
光
】

　
温
泉
や
歴
史
・
自
然
な
ど

の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
は
、

島
原
半
島
地
域
全
域
に
数
多

く
分
布
し
、
雲
仙
温
泉
等
の

主
要
観
光
地
で
は
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
も
の
の
周

遊
性
に
乏
し
い
。

【
救
急
医
療
】

　
島
原
半
島
地
域
に
は
第
三

次
救
急
医
療
施
設
が
無
く
、

処
置
が
困
難
な
場
合
、
大
村

市
や
諫
早
市
の
管
外
の
病
院

に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
島
原
市
と
南
島
原
市

で
は
、
搬
送
時
間
が
１
時
間

以
上
を
要
す
る
。

★
今
回
の
視
察
研
修
を
終
え

て
、本
市
に
お
け
る
農
業
経
営
、

国
土
交
通
省
職
員
に
よ
る
意

見
交
換
会
で
、改
め
て
本
市
に

お
け
る
様
々
な
課
題
等
を
再

認
識
し
た
研
修
と
な
っ
た
。

■
11
月
７
日（
火
）

秋
田
県
大
潟
村

◉
農
業
生
産
及
び
所
得
水

準
の
高
い
農
業
経
営

農
林
水
産・建
設
委
員
会
視
察
研
修
報
告

令
和
５
年
11
月
７
日（
火
）〜
11
月
９
日（
木
）


